
☆1：外国人留学生のみ
※この内容は2025年3月現在のもので今後変更もあります。

2年次

専門教育
■物質化学A
■物質化学B
■生化学Ⅰ
■生化学Ⅱ
■土壌学
■微生物学
■資源リサイクルと環境保全
■アジア環境学
■自然環境実験実習Ⅰ
■自然環境実験実習Ⅱ
■保全生物学
■生物分類学
■生物地球化学
■植物生態学
■気象学の基礎
■動物生態学
■GIS応用演習
■リモートセンシング基礎演習
■海外自然環境実習

【野生動物学領域】
■クマ学
■野生鳥獣管理学
■狩猟学
■進化学

【地球環境学領域】
■地球惑星科学
■自然環境保全と地球温暖化

1年次

共通教育
■基礎演習
■キリスト教学Ⅰ
■キリスト教学Ⅱ
■哲学
■心理学
■文学
■社会学
■日本史
■世界史
■地理学
■法学
■日本国憲法
■経済学
■数学Ⅰ
■数学Ⅱ
■生物学
■生物学実験
■化学
■化学実験
■物理学
■地学
■運動の科学
■体育実技Ⅰ
■体育実技Ⅱ
■情報科学の基礎
■情報処理基礎演習
■英語Ⅰ
■英語Ⅱ
■日本語Ⅰ　☆1
■日本語Ⅱ　☆1
■キャリアベーシック
■キャリア実習
■全学共通科目A
■全学共通科目B
■健土健民・農食環境学入門実習
■建学の精神と農食環境学概論

Pick up !

ピックアップカリキュラム1 生命環境学実験実習Ⅰ　※本実習は複数教員により毎回異なる内容の実習を行います。

自然災害の痕跡から観察・分析し、
地質学的調査の基本を体得する

「地層観察の基礎」の回では、北海道東部太平洋沿岸域に
おいて過去約400年間で形成された地層を対象とし、先行
研究により認定されている過去の津波の痕跡（千島海溝起
源の17世紀地震に伴う津波堆積物）に触れ、地質学的特
徴の調べ方を学びます。津波堆積物が明瞭な状態で地層
中に保存されているのが北海道東部沿岸域の特徴であり、
それを直接用いることができるのが本実習の強みです。本
実習ではジオスライサーという器具で採取された地層を観
察し、津波堆積物に含まれる粒子の分析などから、堆積物
の運搬・形成過程や保存過程を理解していきます。さらに
地層剥ぎ取り標本の作成法も学びます。自然災害の痕跡を
理解することは、災害の発生間隔や規模の理解にも繋がる
ため、災害についてのリテラシーを高めるだけでなく、痕跡
が保存され得る自然環境の保全意識形成にも役立つと考
えています。

千葉 崇講師
自然再生学研究室

1地層の剥ぎ取り標本の作成　 2篩分け法による津波堆積物の粒度分析　 3地層観察に基づ
く津波堆積物の特徴の抽出と共有
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野生動物を用いた
研究調査の手法を学ぶ

本実習は、哺乳類から鳥類、無脊椎動物などさまざまなグ
ループを専門とする教員から実際のフィールド活動を通し
て、それぞれのグループにおける一連の研究調査を学ぶもの
です。例示する昆虫実習では、大学の敷地内にある原生林
をフィールドとしてトラップ採集と見つけ採りを行い、そのサ
ンプルを顕微鏡下で観察しグループ分けするソーティングを
実施します。昆虫は種数が多く環境ごとに特殊化したもの
が生息しているため、重要な環境指標となっていますが、こ
の実習で学ぶ手法は実際に環境アセスメントの現場で行わ
れているものに近く、環境調査において必須の技術です。ま
た顕微鏡で多様な昆虫をつぶさに観察することで、グループ
ごとの特徴や類似性、相違が徐々に分かるようになります。
豊かな自然に囲まれたキャンパスだからこそできる実践的な
実習であり、昆虫の多様性調査の基礎になります。

ピックアップカリキュラム2 野生動物観察同定実習　※本実習は複数教員により毎回異なる内容の実習を行います。

1捕獲した昆虫の顕微鏡下でのソーティング　 2グループ分けした昆虫はラベルを付けて保管　
3甲虫の一部は乾燥標本にする
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松林 圭講師
昆虫生態学研究室

3年次

■キリスト教と生命倫理
■外国語演習Ⅰ
■外国語演習Ⅱ
■キャリアデザインⅠ
■キャリアデザインⅡ
■博物館実習

共通教育

■国際法
■ボランティア活動NPO・NGO論
■国際経済論
■地域計画論
■再生可能エネルギー入門
■バイオマス技術入門
■プログラミング入門
■機械学習入門
■専門ゼミナールⅠ
■専門ゼミナールⅡ
■環境共生学外実習
■植生保全学
■生息地保全管理論
■環境共生演習Ⅰ
■環境共生演習Ⅱ
■統計データ分析演習
■環境モニタリングとリモートセンシング

【野生動物学領域】
■野生動物と社会
■フィールド調査分析法
■鳥獣行政論
■野生動物観察同定実習
■野生動物保全技術実習Ⅰ
■野生動物保全技術実習Ⅱ

【地球環境学領域】
■水圏環境化学
■気象・気候学
■森林環境学
■火山と資源
■水圏・地圏総合実習
■生命環境学実験実習Ⅰ
■生命環境学実験実習Ⅱ

専門教育

■特別活動論
■理科教育法Ⅰ
■理科教育法Ⅱ
■教育社会学
■総合的な学習の時間の指導法
■道徳教育指導論

教職課程教育

■特別支援教育論
■教育方法・ICT活用論
■生徒・進路指導論
■教育課程論
■教育相談論

教職課程教育
教職課程教育
■教職入門
■教育原理
■教育心理学

■卒業研究Ⅰ
■卒業研究Ⅱ
■研究発表
■動物園水族館学

専門教育

■理科教育法Ⅲ
■理科教育法Ⅳ
■教育実習（中・高1免）
■教育実習（高1免）
■教職実践演習（中・高1免）

教職課程教育

4年次

学びの流れ／カリキュラム

専門教育
■環境共生学概論
■野生動物学の基礎
■地球環境科学の基礎
■GISリモートセンシング基礎
■GIS基礎演習

共通教育
■キリスト教と諸宗教
■統計学Ⅰ
■統計学Ⅱ
■物理学実験
■地学実験
■情報処理演習
■英語Ⅲ
■英語Ⅳ
■中国語Ⅰ
■中国語Ⅱ
■ハングルⅠ
■ハングルⅡ
■学外農場実習
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生きるを学ぶ。
学びが生きる。
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